
特集

者
が
頭
を
痛
め
て
い
る
の
が

メ
カ
ニ
ッ
ク
不
足
だ
。
整
備

士
を
目
指
す
日
本
人
が
減
少

す
る
中
、
石
川
県
自
動
車
販

売
店
協
会
は
県
や
ベ
ト
ナ
ム

企
業
と
連
携
協
定
を
締
結

し
、
母
国
で
整
備
技
術
や
日

本
語
を
学
ん
だ
人
材
の
受
け

入
れ
に
乗
り
出
し
た
。
取
り

組
み
に
は
県
内
の
多
く
の
デ

ィ
ー
ラ
ー
が
参
加
。
５
月
に

は
金
沢
市
内
で
初
の
「
合
同

入
社
式
」
を
開
催
し
、
17
人

の
技
能
実
習
生
を
歓
迎
し

た
。
受
け
入
れ
企
業
の
関
係

者
か
ら
は｢

真
面
目
で
技
術

の
習
得
に
対
す
る
意
欲
が
高

い｣

な
ど
喜
び
の
声
が
上
が

る
県
内
の
整
備
現
場
で
は


外
国
人
の
活
躍
の
場
が
今
後

も
広
が
る
こ
と
は
確
か
だ


最
大
震
度
７
を
観
測
し
た

能
登
半
島
地
震
で
は
、
地
域

住
民
の
車
も
大
き
な
被
害
に

見
舞
わ
れ
た
。
県
内
の
自
動

車
業
界
は
迅
速
に
多
く
の
車

両
を
提
供
。
自
治
体
関
係
者

か
ら
感
謝
の
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
た
。
被
災
地
支
援
に
加

え
、
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
高
校
へ
の
寄
贈
も
行
っ
て

お
り
、
社
会
貢
献
活
動
も
目

立
っ
て
い
る
。

化
が
進
ん
で
い
た
う
え
、
地

震
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。

今
後
も
人
口
減
は
避
け
ら
れ

な
い
見
通
し
だ
。

デ
ィ
ー
ラ
ー
各
社
の
今
後

を
見
据
え
た
動
き
が
注
目
さ

れ
る
中
、
今
夏
に
は
ホ
ン
ダ

カ
ー
ズ
石
川
が
富
山
県
中
東

部
を
エ
リ
ア
と
す
る
ホ
ン
ダ

セ
ン
タ
ー
富
山
と
経
営
統
合

し
両
県
を
エ
リ
ア
と
す
る
新

会
社
を
立
ち
上
げ
る
。
売
上

高
は
約
１
５
０
億
円
で
、
従

業
員
数
は
約
２
７
０
人
と
ホ

ン
ダ
で
は
北
陸
で
有
数
規
模

と
な
る
。
県
境
を
越
え
て
の

統
合
で
新
車
販
売
や
採
用
へ

の
プ
ラ
ス
効
果
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

一
方
で
、
石
川
ト
ヨ
ペ
ッ

ト
カ
ロ
ー
ラ
は
７
月
１
日
付

で
社
名
を
「
ト
ヨ
タ
モ
ビ
リ

テ
ィ
石
川
」
に
変
更
す
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
モ
ビ
リ
テ

ィ
カ
ン
パ
ニ
ー
へ
の
変
革
を

打
ち
出
す
中
、
福
祉
車
両
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

を
提
供
し
、
地
域
住
民
の
移

動
を
支
え
て
い
く
考
え
だ
。

ベ
ト
ナ
ム
か
ら
技
能

実
習
生
17
人
受
け
入
れ

県
内
の
自
動
車
業
界
関
係

の
に
対
し
、
軽
自
動
車
は
約

７
％
減
。
軽
が
住
民
の
足
と

し
て
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を

裏
付
け
る
。

石
川
県
の
人
口
は
約
１
０

８
万
人
で
減
少
傾
向
だ
。
能

登
地
方
で
は
従
来
か
ら
過
疎

同
11
・
０
％
増
の
１
万
９
９

６
３
台
だ
っ
た
。
合
計
５
万

７
２
４
台
で
、
能
登
半
島
地

震
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
24

年
比
で
５
・
２
％
増
え
た
。

20
年
前
の
05
年
と
比
較
し
て

も
登
録
車
約
24
％
減
だ
っ
た

25
年
新
車
登
録･

届
出

24
年
に
比
べ

％
増

25
年
の
石
川
県
内
新
車
登

録
・
届
出
台
数
は
、
登
録
車

が
前
年
比
１
・
８
％
増
の
３

万
７
６
１
台
、
軽
自
動
車
は

石
川
県
で
は
自
動
車
が
日
常
生
活
の
移

動
手
段
と
し
て
欠
か
せ
ず
、
２
０
２
４
年

元
日
に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地
震
」
の

被
災
地
支
援
で
も
活
躍
し
た
。
県
内
の
新

車
デ
ィ
ー
ラ
ー
は
車
販
に
加
え
て
整
備
や

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
手
掛
け
、
地
域

の
安
全
安
心
な
カ
ー
ラ
イ
フ
を
支
え
て
い

る
。
た
だ
、
足
元
で
は
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
整
備
士
確
保
が
最
重
点
課
題

だ
。
石
川
県
の
自
動
車
販
売
業
界
は
地
元

行
政
と
も
協
力
し
て
海
外
人
材
受
け
入
れ

を
積
極
化
す
る
な
ど
、
懸
命
な
姿
勢
を
見

せ
て
い
る
。

合
併
や
社
名
変
更
被
災
地
支
援
も

高校へのヘルメット寄贈
など社会貢献活動も

ホ
ン
ダ
カ
ー
ズ
石
川
は
富
山
の
デ
ィ

ー
ラ
ー
と
統
合

技能実習生の合同入社式

大
勢
の
人
で
に
ぎ
わ
う
石
川
ト
ヨ

ペ
ッ
ト
カ
ロ
ー
ラ
の
イ
ベ
ン
ト

(20)2 0 2 6年(令和8年)6月25日号



儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰
儰

に
使
用
し
て
い
る
人
が
い
る

と
い
う
。
同
支
部
は
さ
ま
ざ

ま
な
機
会
を
活
用
し
て
啓
発

に
注
力
。
昨
年
夏
に
は
羽
咋

市
で
「
保
育
士
向
け
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
講
習
会
」
も

開
催
し
た
。
当
日
は
同
支

部
の
職
員
で
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
認
定
指
導
員
の
資

格
を
持
つ
加
藤
美
帆
さ
ん

が
講
師
を
務
め
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
効
果
や
正

し
い
取
り
付
け
方
法
を
解

説
し
た
。
参
加
し
た
保
育

士
ら
は
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
た
。

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

の
啓
発
で
は
、
高
校
生
向

け
の
情
報
発
信
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
高
校
生
の
中

に
は
自
転
車
通
学
の
生
徒

も
多
い
か
ら
だ
。
そ
の
た

め
、
同
支
部
の
職
員
が
県

内
各
地
の
高
校
を
訪
問

し
、
自
転
車
に
関
す
る
交

通
ル
ー
ル
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
の
重
要
性
な
ど
を
解

説
し
て
い
る
。
交
通
事
故

か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た

め
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
石
川
支
部
は

今
後
も
啓
発
活
動
を
続
け

て
い
く
。

子
ど
も
を
守
る
上
で
有
効
だ

が
、
自
動
車
ユ
ー
ザ
ー
の
中

に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

使
用
し
て
い
な
い
人
や
正
し

い
取
り
付
け
方
法
を
知
ら
ず

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ

Ｆ
）
石
川
支
部
（
大
森
一
志

支
部
長
）
が
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
使
用
や
取
り
付
け

方
法
、
自
転
車
の
交
通
ル
ー

ル
の
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い

る
。
取
り
組
み
を
通
じ
、
悲

惨
な
交
通
事
故
で
命
が
失
わ

れ
る
こ
と
を
防
ご
う
と
い
う

思
い
が
背
景
に
あ
る
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
交

通
事
故
時
の
衝
撃
な
ど
か
ら

考
え
て
い
る
人
が
多
く
、

『
日
本
の
文
化
を
深
く
学
び

た
い
』
『
技
術
を
し
っ
か
り

と
学
ん
で
、
ゆ
く
ゆ
く
は
日

本
に
永
住
し
た
い
』
と
い
っ

た
声
を
多
く
聞
く
。
す
で
に

現
場
の
大
き
な
戦
力
に
な
っ

て
い
る
今
後
が
楽
し
み
だ｣

―
今
後
の
展
望
は

「
毎
年
20
～
30
人
程
度
の

人
材
を
継
続

的
に
受
け
入

れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て

い
る
。
実
績

を
積
み
上
げ
、
ベ
ト
ナ
ム
の

皆
さ
ん
に
『
石
川
県
な
ら
安

心
』
と
さ
ら
に
思
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
。
単
に

こ
ち
ら
が
人
材
を
受
け
入
れ

る
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
デ

ィ
ー
ラ
ー
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
に

整
備
士
を
派
遣
し
、
現
地
の

人
々
に
整
備
の
技
術
指
導
も

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
将
来

的
に
は
こ
の
取
り
組
み
を
隣

接
す
る
富
山
県
や
福
井
県
に

も
広
げ
て
い
け
た
ら
と
考
え

て
い
る
」

入
れ
る
こ
と
だ
。
過
去
に
県

内
企
業
で
外
国
人
を
受
け
入

れ
た
際
、
一
定
の
日
本
語
能

力
な
ど
が
な
け
れ
ば
長
期
定

着
は
難
し
い
と
痛
感
し
た
。

そ
こ
で
今
回
は
、
日
本
語
能

力
、
整
備
技
術
、
向
上
心
を

持
っ
た
人
材
の
み
を
受
け
入

れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
受

け
入
れ
時
に
求
め
る
日
本
語

能
力
は
、
日
本
語
能
力
試
験

で
『
基
本
的
な
日
本
語
を
理

解
で
き
る
』
と
さ
れ
る
Ｎ
４

と
し
、
来
日
後
も
日
本
語
教

育
に
力
を
入
れ
る
。
連
携
し

て
い
る
ベ
ト
ナ
ム
企
業
は
現

地
で
短
期
大
学
を
運
営
し
て

お
り
、
整
備
技
術
を
持
っ
た

人
材
が
来
日
し
て
い
る
」

―
受
け
入
れ
た
人
材
の
印

象
は「

真
面
目
で
技
術
を
学
ぼ

う
と
す
る
姿
勢
が
旺
盛
だ
。

自
身
の
キ
ャ
リ
ア
を
真
剣
に

と
危
機
感
を
覚
え
た
の
が
き

っ
か
け
だ
。
整
備
士
不
足
が

５
年
先
、
10
年
先
、
さ
ら
に

深
刻
に
な
る
の
は
明
ら
か

だ
。
県
内
の
実
業
系
高
校
に

も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
が
、
製
造
業
へ
の
就
職

を
希
望
す
る
生
徒
が
多
く
、

整
備
士
を
目
指
し
て
い
る
人

は
少
な
か
っ
た
。
石
川
県
も

県
内
の
就
労
人
口
の
減
少
を

課
題
と
考
え
て
お
り
、
県
と

連
携
協
定
を
締
結
で
き
た
こ

と
も
取
り
組
み
を
進
め
る
上

で
は
大
き
か
っ
た
」

―
外
国
人
雇
用
で
重
視
す

る
こ
と
は

「
質
の
高
い
人
材
を
受
け

の
手
応
え
、
今
後
の
展
望
を

小
杉
雄
二
会
長
に
聞
い
た
。

―
取
り
組
み
を
始
め
た
理

由
は「

整
備
士
に
な
り
た
い
日

本
人
が
少
な
く
、
こ
の
ま
ま

で
は
な
り
手
が
い
な
く
な
る

石
川
県
自
動
車
販
売
店
協

会
は
、
石
川
県
庁
や
ベ
ト
ナ

ム
企
業
と
連
携
し
、
同
国
で

整
備
を
学
ん
だ
人
材
の
受
け

入
れ
に
乗
り
出
し

た
。
外
国
人
の
活

用
は
全
国
各
地
で

見
ら
れ
る
が
、
地

元
の
自
動
車
販
売

店
協
会
が
主
導
し
て
取
り
組

む
の
は
全
国
的
に
も
珍
し

い
。
活
動
の
狙
い
と
現
時
点 今

後
は
現
地
で
技
術
指
導
も

石
川
県
自
動
車
販
売
店
協
会

小
杉
雄
二
会
長

く
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
が
外
国
人

を
受
け
入
れ
て
い
る
。
真
面

目
で
、
技
術
の
習
得
に
対
す

る
熱
意
に
は
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
る
。
今
後
も
整
備
現

場
で
は
外
国
人
が
貴
重
な
戦

力
だ
。
ま
た
、
営
業
ス
タ
ッ

フ
採
用
も
以
前
と
比
較
す
る

と
難
し
い
。
デ
ジ
タ
ル
技
術

の
進
化
や
価
値
観
の
多
様
化

な
ど
が
進
む

中
、
入
社
後

の
人
材
育
成

に
つ
い
て
も

各
社
の
工
夫

が
問
わ
れ
て
い
る
」

―
協
会
と
し
て
の
活
動
は

「
昨
年
は
夏
に
金
沢
港
ク

ル
ー
ズ
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
軽
自

動
車
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
た
。
今
後
も
Ｐ
Ｒ

活
動
に
は
力
を
入
れ
た
い
。

能
登
地
方
で
は
人
口
減
少
が

震
災
を
機
に
加
速
し
、
復
興

も
思
惑
通
り
に
は
進
ん
で
い

な
い
。
軽
自
動
車
協
会
と
し

て
も
、
能
登
を
盛
り
上
げ
る

た
め
の
方
策
を
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
」

み
、
軽
自
動
車
の
イ
メ
ー
ジ

も
変
わ
っ
て
き
た
例
え
ば


ホ
ン
ダ
Ｎ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
は
車

内
空
間
や
乗
り
心
地
の
良
さ

で
好
評
を
博
し
て
い
る｣

―
今
後
の
市
場
の
見
通
し

は
「
物
価
高
が
収
束
せ
ず
、

賃
金
が
追
い
付
い
て
い
な
い

印
象
を
受
け
る
。
今
後
も
車

両
価
格
の
上
昇
が
進
め
ば
、

軽
自
動
車
市
場
に
は
追
い
風

だ
。
地
域
の
高
齢
化
や
１
世

帯
当
た
り
人
数
減
少
は
今
後

も
進
む
た
め
、
日
常
の
生
活

の
足
と
し
て
の
ニ
ー
ズ
は
増

え
て
い
く
は
ず
」

―
業
界
を
支
え
る
人
材
確

保
は「

大
き
な
課
題
で
、
特
に

整
備
士
の
確
保
が
厳
し
く
な

っ
て
き
て
い
る
。
整
備
士
を

志
望
す
る
日
本
人
が
な
か
な

か
増
え
な
い
中
、
す
で
に
多

２
４
年
１
月
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
で
は

能
登
地

方
の
デ
ィ
ー
ラ
ー
シ
ョ
ー
ル

ー
ム
の
ガ
ラ
ス
破
損
な
ど
が

出
た
が

車
両
販
売
へ
の
影

響
は
大
き
く
な
か
っ
た

自

動
車
が
生
活
必
需
品
で
あ
る

こ
と
を
裏
付
け
て
い
る｣

―
販
売
が
堅
調
な
要
因
は

「
車
両
の
販
売
価
格
上
昇

が
大
き
い
。
『
２
０
０
万
円

で
あ
る
程
度
希
望
の
普
通
車

を
買
え
る
』
と
い
う
感
覚
が

通
用
し
づ
ら
く
な
っ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
登
録
車
に

比
べ
て
低
価
格
な
軽
自
動
車

の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
。
安
全

運
転
支
援
装
置
の
搭
載
が
進

―
県
内
の
軽
自
動
車
市
場

の
状
況
は

｢

足
元
の
販
売
は
堅
調
だ


県
内
の
新
車
販
売
に
占
め
る

軽
比
率
は
約
４
割
を
占
め


販
売
会
社
に
と
っ
て
大
き
な

存
在
と
な
っ
て
い
る

２
０

石
川
県
で
も
軽
自
動
車
へ

の
ニ
ー
ズ
は
底
堅
く
推
移
し

て
い
る
。
一
方
で
、
軽
も
車

両
の
高
単
価
傾
向
が
顕
著

で
、
物
価
上
昇
が

著
し
い
中
で
消
費

者
の
財
布
の
紐
も

固
く
な
り
が
ち

だ
。
石
川
県
軽
自

動
車
協
会
の
山
野
吉
彦
会
長

に
現
状
と
今
後
の
展
望
を
聞

い
た
。

石
川
県
軽
自
動
車
協
会

山
野
吉
彦
会
長

能
登
盛
り
上
げ
に
方
策
検
討

県
内
自
動
車
販
売
団
体

ト
ッ
プ
に
聞
く

保育士向けチャイルドシート講習会の様子

チャイルドシートの使用を呼びかけ
高校生向け自転車の交通ルール啓発

(21) 2 0 2 6年(令和8年)6月25日号
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